
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 年春季リーグ 

第２週・４月 13 日 

１勝０敗 
 

本
塁
打
を
白
崎
浩
之(

法
２)

が
放
つ
。「
打
て
て
す
っ
き
り

し
た
」
と
晴
れ
や
か
な
表
情
。

こ
の
回
計
４
点
を
追
加
し
、

試
合
を
決
め
る
。 

 

開
幕
投
手
と
し
て
マ
ウ

ン
ド
に
立
っ
た
白
崎
勇
は

10
安
打
を
浴
び
る
。「
最
初

は
球
が
浮
い
て
し
ま
い
良

く
は
な
か
っ
た
」
と
言
う
も

の
の
、
１
年
秋
以
来
の
先
発

を
初
完
投
で
締
め
る
。 

 

小
椋
正
博
監
督
は
打
線

に
つ
い
て
「
や
っ
て
き
た
こ

と
が
出
た
」
と
冬
の
練
習
の

成
果
に
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
。
こ
の
勢
い
に
乗
り
、

２
回
戦
を
制
し
勝
ち
点
を

狙
う
。 

駒 大 ２００ ００４ ０００ ６ 

専 大 １００ ０００ １００ ２ 

【駒 大】 打安点 

⑥ 岡  ３１０ 

④赤 木 ４００ 

③笠 間 ４３１ 

⑨山 本 ４１２ 

⑦谷 口 ４００ 

DH 山 下 ２００ 

RD 柴 田 １００ 

②上村新  ４２０ 

⑤白崎浩  ４１３ 

⑧中 谷 ２００ 

H8 小 林 １００ 

    計 33８６ 

 

▽本塁打＝山本、笠間、白崎浩 

 

     回 打安責 
○白崎勇 ９ 3710２ 

１
部
昇
格
を
目
指
す
駒

大
。
勝
ち
点
に
近
づ
く
た
め

に
も
勝
利
を
つ
か
み
た
い
開

幕
戦
。
専
大
相
手
に
３
本
塁

打
を
上
げ
る
な
ど
、
打
線
が

奮
起
す
る
。
投
げ
て
は
、
先

発
・
白
崎
勇
気(

営
３)

が
大

学
初
完
投
で
大
き
な
１
勝
を

手
に
入
れ
た
。 

初
回
、
流
れ
に
乗
り
た
い

駒
大
は
笠
間
将
裕(

商
４)

が
右
前
安
打
を
打
つ
。
続
い

て
山
本
祐
大(

法
４)

が
「
打

っ
た
瞬
間
、
手
応
え
は
あ
っ

た
」
と
本
塁
打
を
左
翼
手
頭

上
へ
運
び
２
点
を
先
制
。 

６
回
に
は
前
２
打
席
と 

も
安
打
を
放
っ
て
い
る
笠

間
か
ら
、
左
中
間
本
塁
打
が

飛
び
出
し
、
１
点
を
追
加
す

る
。
そ
の
後
、
上
村
新(

営

４)

の
中
越
安
打
な
ど
で
２

死
一
、
三
塁
の
場
面
を
作
る

と
、
オ
ー
プ
ン
戦
の
不
調
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
３
点 

写
真
＝
橋
本
圭
史
、
山
田
遼
太
郎
、 

菊
池
美
紀
、
堀
江
あ
ゆ
み 

文
＝
堀
江
あ
ゆ
み 

初
回
か
ら
本
塁
打
を
浴
び
せ
る
山
本 

笠
間
は
本
塁
打
を
含
む
３
安
打
・
猛
打
賞
の
活
躍 

と
ど
め
の
３
点
本
塁
打
を
放
つ
白
崎
浩 

大学初完投を勝利で飾る白崎勇 


